
林木育種の推進林木育種の推進林木育種の推進林木育種の推進    

  第３期独立行政法人森林総合研究所中期計画（平成２３～２７年度）における林木育種センター・森

林バイオ研究センター及び各育種場で行っている事業及び課題は表のとおりである。 

 

第３期中期計画期間中における第３期中期計画期間中における第３期中期計画期間中における第３期中期計画期間中における事業及び研究課題事業及び研究課題事業及び研究課題事業及び研究課題一覧一覧一覧一覧    

課       題 
育種セ 
ンター 北海道 東北 関西 九州 期間 

１．高速育種等による林木の新製品の開発 

  林木の優良種苗の早期確保に向けて、林業の再生と国土・環境保全に資する 

２５０品種の開発を行う。また、長期間を要する林木育種の高速化を図るとと
もに、多様なニーズに対応するための育種技術を開発する。 

 

 (1) 林業再生と国土・環境保全に資する品種の開発 

  ア 新品種の開発目標数 

  イ 第２世代スギ・ヒノキ等の選抜 

  ウ 初期成長等に優れたスギ品種の開発 

  エ 材質の優れたトドマツの開発 

  オ 幹重量の大きいヒノキ品種等の開発 

カ バイオマス生産品種の開発 

  キ マツノザイセンチュウ抵抗性品種の開発 

  ク 初期成長に優れた無花粉品種の開発 

 (2) 林木育種の高速化及び多様なニーズに対応するための育種技術の開発 

  〇 新世代林業育種を短期間で作出する技術の開発 

  ア 育種の高速化に向けた基盤技術の開発 

  イ 開発品種の普及に向けた基盤づくり 

  ウ ＤＮＡマーカーの利用等による早期選抜技術の開発と関連情報の蓄積 

  エ ＤＮＡ情報等のデータベース化によるトレーサビリティシステムの構築 

  オ マツノザイセンチュウ抵抗性品種の次世代化に向けた育種体系の構築 

  カ 地球温暖化適応品種開発に向けた評価技術の開発 

  キ 温暖化対策等に資する国際共同研究の推進 

 

２．森林遺伝資源を活用した生物機能の解明と利用技術の開発 

森林資源の有効利用、新需要の創出及び林木育種の高度化のため、林木遺伝
資源の収集、保存・評価技術の開発、バイオテクノロジーの育種への利用技術

の開発を行う。 
 

 (1) 林木遺伝資源の収集、保存・評価技術の開発 

  〇 広葉樹における遺伝的多様性の評価手法の開発 

ア 林木遺伝資源の収集・保存戦略の構築 

  イ 地球温暖化の適応策としての遺伝資源保存に関する研究 

  ウ 生殖質等の長期保存技術の改良 

  エ スギ等のコアコレクションの構築 
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課       題 
育種セ 
ンター 北海道 東北 関西 九州 期間 

 (2) バイオテクノロジーの育種への利用技術の開発 

  ア 育種期間短縮のための有用遺伝子の探索と発現解析に関する研究 

  イ 遺伝子組換え技術の高度化と生物多様性影響評価手法の開発に関する研究 

  ウ 機能性樹木の創出のためのバイオ技術の開発に関する研究 

 

３．林木等の遺伝資源の収集、保存及び配布並びに種苗等の生産及び配布 

  貴重な林木遺伝資源及び育種素材の確保のため、育種素材として利用価値の高いも
の、絶滅危惧種・天然記念物等で枯損の危機に瀕しているもの、その他森林を構成する

多様な樹種について、概ね６，０００点を探索・収集する。また、生息域内外における
林木遺伝資源の適切かつ効率的な保存に努め、増殖・保存した遺伝資源については、そ
の特性の評価を行うとともに、配布に活用する。 

  都道府県等による第２世代精英樹採種（穂）園の整備に資するため、精英樹特性情報
を提供する。新品種等の種苗について、都道府県等の要望する期間内に全件数の９０％
以上を配布することを目標に、計画的な生産と適期配布に努める。 

 

 (1)林木遺伝資源の収集・保存及び配布 

  ア 探索・収集 

  イ 増殖・保存 

  ウ 特性評価 

  エ 情報管理及び配布  

 (2) 種苗の生産及び配布 

  ア 精英樹特性情報の提供 

  イ 種苗の計画的生産、適正配布    

  ウ 都道府県等に対するアンケート調査        
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